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一般国道２号 福山道路



道路建設事業の再評価項目調書 

事業名 
一般国道２号 福

ふく

山
やま

道路
どうろ

 
事業
区分

一般国道 事業 
主体 

国土交通省 
中国地方整備局

起終点  自：広島
ひろしま

県福山
ふくやま

市瀬戸町
せ と ち ょ うな が わ

長和 

 至：広島
ひろしま

県福山
ふくやま

市赤坂町
あかさかちょうあかさか

赤坂 

延長 ３．３km 

事業概要 

一般国道２号は、大阪
おおさか

府大阪
おおさか

市から福岡
ふくおか

県北 九 州
きたきゅうしゅう

市までを結ぶ延長約６７０ｋｍの主要幹線道路である。

福山道路は、広島
ひろしま

県福山
ふくやま

市瀬戸町
せ と ち ょ う

から赤坂町
あかさかちょう

を結ぶ延長約３．３ｋｍのバイパスである。 

事業目的は、福山都市圏の交通混雑の緩和及び交通安全の確保、さらに物流の効率化支援や周辺地域と

の連携強化である。 

Ｈ１３年度事業化 Ｈ１２年度都市計画決定 Ｈ１８年度用地着手 － 

全体事業費 約３５６億円 事業進捗率 
（H28 年 3 月末見込み）

２２％ 供用済延長 ０．０ｋｍ

計画交通量 24,200 ～ 33,600 台／日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ (3 便益) 総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年
(事業全体)  1.8 

(残事業)   2.3 

 225 / 289 億円
 事業費：   210/274 億円
 維持管理費：15/15 億円 

  524 / 524 億円 
 走行時間短縮便益：436/436 億円 
 走行費用減少便益：  51/51 億円 
 交通事故減少便益：  37/37 億円 

平成２５年 

感度分析の結果 
(事業全体)交 通 量：B/C=1.6～2.0(交通量±10％)  (残事業)交 通 量：B/C=2.0～2.6(交通量±10％) 

 事 業 費：B/C=1.7～2.0(事業費±10％)   事 業 費：B/C=2.1～2.6(事業費±10％) 
  事業期間：B/C=1.6～2.0(事業期間±20％）  事業期間：B/C=2.1～2.6(事業期間±20％)

事業の効果等 

①円滑なモビリティの確保
・渋滞損失時間の削減が期待される 
・現道における混雑時旅行速度が 20km/h 未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

②物流効率化の支援
・福山西 IC から福山港（重要港湾）へのアクセス向上が期待される 

③国土・地域ネットワークの構築
・地域高規格道路「倉敷福山道路」の一部として位置づけ 
・日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成 

④個性ある地域の形成
・鞆の浦（H27 観光入込客数約 236 万人／年）等へのアクセス向上が期待される 

⑤安全な生活環境の確保
・死傷事故件数の削減が期待される 

⑥災害への備え
・第１次緊急輸送道路である一般国道２号の代替路線として機能する 

⑦地球環境の保全
・CO2 排出の削減が期待される 

⑧生活環境の改善・保全
・NOX 排出の削減が見込まれる 
・SPM 排出の削減が見込まれる 

⑨他のプロジェクトとの関係
・同時に都市計画決定された「福山沼隈道路」「福山西環状線」などと一体的に整備する必要がある 
・福山都市圏交通円滑化総合計画に位置づけ 
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関係する地方公共団体等の意見  
 福山道路は、福山都市圏における交通渋滞の緩和に資することが期待されていることから、福山市及び
備後地区建設促進協議会より早期整備要望を受けている。 
 
広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。 
 地域高規格道路「倉敷福山道路」の一部を構成する一般国道２号福山道路は、本県で整備を進めている
福山沼隈道路等と連携し、国道２号渋滞ワーストランキングで上位を占める福山市内の著しい交通混雑の
緩和や広域連携の強化、物流の効率化を図る観点から、早期に整備すべき重要な道路であると考えます。
 引き続きコストの縮減に努めながら、早期の供用開始に向け、計画的に整備を進めていただきたい。 
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・周辺開発の増進や人口増加に伴い、渋滞や交通事故が多発している。 

・福山道路と接続する「
ふくやまぬまくまどうろ

福山沼隈道路」、および「
ふくやまにしかんじょうせん

福山西環状線」との一体的な整備が進められている。

・新入江大橋の整備など周辺の渋滞緩和策が進められるとともに、再開発事業や福山港国際コンテナター

ミナル第２バース完成など拠点性が高まっている。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  
 平成２８年度末で事業全体の進捗率は２２％となる見込みである。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・現在、用地買収を行っており早期完成を目指し事業を推進する。 

施設の構造や工法の変更等  
 今後の事業実施にあたっては、コスト縮減に努めていく。 
対応方針（原案） 事業継続 
対応方針決定の理由  
 以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 

※ 費用対効果分析、環境改善効果等に係る項目は、平成２５年度再評価時点。 
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一
般

国
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2
号

福
山

道
路

平
成
２
８
年
１
０
月

国
土
交
通
省

中
国
地
方

整
備

局

一
般
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道

２
号

福
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再
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価

要
点
審
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ふ
く
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

【
参
考
】
前
回
の
と
り
ま
と
め
結
果

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

３
便
益
(
B
)

そ
の
他
の
便
益

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

（
）
内

は
残
事
業

B
/
C

2
4,
2
00
台
／
日
～
33

,6
0
0台

/日
約
35

6億
円

2
89
億
円

5
24
億
円

＋
α

1
.8
（
2.

3）
＋
α

■
道
路
の
役

割
（
＋
α
）

①
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
効
果
［
約
1
.
8
千
t
／
年
の
C
O
2
削
減
］
【
0
.
6
億
円
】
※
1
、
※
2

②
国
道
２

号
の
渋
滞
解
消
に
よ
る
生
活
道
路
の
安
全
性
確
保

③
物
流
の

効
率
化
の
支
援
［
福
山
西
I
C
～
福
山
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
の
所
要
時
間
短
縮
：
約
1
0
分
］
※
3

④
主
要
観

光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
［
福
山
西
I
C
～
鞆
の
浦
ま
で
の
所
要
時
間
短
縮
：
約
5
分
］
※
3

◆
３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

項
目

全
体

事
業

残
事

業

費
用
（
C
）

2
8
9

2
2
5

事
業
費

2
7
4

2
1
0

維
持
管
理
費

1
5

1
5

便
益
額
（
B
）

5
2
4

5
2
4

走
行
時
間
短
縮
便
益

4
3
6

4
3
6

走
行
経
費
減
少
便
益

5
1

5
1

交
通
事
故
減
少
便
益

3
7

3
7

費
用
便
益
比

1
.8

2
.3

便
益
計
測
対
象
項
目

内
容

走
行
時
間
短
縮
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ

ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却

費
）
の
減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出

し
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に

伴
う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者

、
歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊

を
受
け
る
車
両
や
構
築
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減

少
す
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

（
億

円
）

◆
道

路
の
役

割

◆
ま
と
め

※
１

基
準

年
：
H
2
5
年

※
２

H
1
7
ベ
ー
ス
第

2
段

階
の

改
善

を
使

用

※
1

【
】
は

、
供

用
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と
し
て
試

算
し
た
値

（
参

考
値

）
※
2

当
該
道
路
の
供
用
に
影
響
を
受
け
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
算
定

※
3

福
山
道
路
を
利
用
し
た
場
合
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

【
参
考

】
費
用
対
効
果
分
析
実
施
判
定
票

平
成

２
８
年

度
事

　
業

　
名

：
一

般
国

道
２
号

　
福

山
道

路

担
当

課
長

名
：

チ
ェ
ッ
ク
欄

■ ■ ■ ■ ■

　
　

■

前
回

評
価

で
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し
て
い

る
■

年
　
度

：

担
当

課
：

判
断

根
拠

対
象
路

線
沿
線

市
町

村
の

人
口
　
H
2
4
：
4
7
1
,8
9
2
人
　
→
　
H
2
7
：
4
7
0
,6
3
0
人

対
象
路

線
沿
線

市
町

村
の

自
動
車

保
有

台
数
　
H
2
4
：
3
4
0
,9
0
5
台
　
→
　
H
2
6
：
3
4
8
,2
6
3
台

※
対
象
路
線
沿

線
市
町
村

：(
福
山
市
)

項
　
　
目

※
各
事

業
に
お
い
て
全

て
の
項

目
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
費
用

対
効
果

分
析

を
実
施
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

事
業

目
的

（
ア

）
前

回
評

価
時

に
お

い
て

実
施

し
た
費

用
対

効
果

分
析

の
要

因
に
変

化
が

見
ら
れ

な
い
場

合

外
的

要
因

■

以
上

よ
り
、
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し
な

い
も
の

と
す
る
。

費
用

対
効

果
分

析
実

施
判

定
票

２
．
需

要
量
等

の
変

更
が

な
い

判
断

根
拠

[需
要

量
等

の
減

少
が

１
０
％

※
以

内
]

３
．
事

業
費
の

変
化

判
断

根
拠

[事
業

費
の

増
加

が
１
０
％

※
以

内
]

判
　
定

内
的

要
因

＜
費

用
便

益
分

析
関

係
＞

※
た
だ
し
、
有
識

者
等
の
意

見
に
基
づ
い
て
、
感
度
分
析

の
変
動
幅

が
別
に
設
定

さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
値
を
使
用

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

注
）な

お
、
下
記
2.
～
4.
に
つ
い
て
、
各
項
目

が
感
度
分

析
幅
の
範

囲
内
で
あ
っ
て
も
、
複

数
の
要
因

の
変
化
に
よ
っ
て
、
基
準
値
を
下

回
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
費
用
対

効
果
分
析

を
実

施
す
る
。

直
近
３
カ
年
の

事
業
費

の
平

均
に
対

す
る
分
析

費
用

0
.7
％
≦

基
準

値
1
.0
％

前
回
評

価
時
の

感
度

分
析

下
位
ケ
ー
ス
1
.6
≧

基
準

値
（
1
.0
）

前
回
事

業
費
　
3
5
,6
0
0
百

万
円
　
→

　
今

回
事
業

費
　
3
5
,6
0
0
百

万
円

変
化
率

　
0
％

１
．
費

用
便
益

分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
変

更
が
な
い

判
断

根
拠

[Ｂ
／

Ｃ
の

算
定

方
法

に
変

更
が

な
い
]

（
イ
）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す

る
こ
と
が

効
率

的
で

な
い

と
判

断
で
き
る
場

合

・
事

業
目
的

に
変
更

が
な
い

事
業
目

的
で
あ
る
「
交
通

渋
滞

の
緩
和

」
「
交

通
安

全
の

確
保
」
「
物
流

の
効

率
化

支
援
」
「
周
辺

地
域

と
の
連

携
強
化

」
に
変

更
が
な
い
。

・
事

業
を
巡
る
社

会
経

済
情
勢

の
変

化
が

な
い

判
断

根
拠

[地
元

情
勢

等
の

変
化

が
な
い
]

・
事
業

規
模

に
比
し
て
費

用
対

効
果

分
析
に
要
す
る
費

用
が

大
き
い

判
断

根
拠

[直
近

３
カ
年

の
事

業
費

の
平

均
に
対

す
る
分

析
費

用
１
％

以
上

]
ま
た
は

、
前

回
評

価
時
の

感
度

分
析
に
お
け
る
下

位
ケ
ー
ス
値
が

基
準
値

を
上

回
っ
て
い
る
。

４
．
事

業
展
開

の
変

化

判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０
％

※
以

内
]

前
回
事

業
展
開

　
H
1
0
～
H
3
9
　
→
　
今
回

事
業

展
開
　
H
1
0
～

H
3
9

変
化
率

　
0
％

費
用
便

益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル

（
H
2
0
.1
1
.2
8
）
に
変

更
が
な
い
。

今
回
発

生
集
中

交
通

量
　
7
,2
3
5
,1
7
8
T
E
/
日

　
前

回
発

生
集
中

交
通

量
　
7
,2
3
5
,1
7
8
T
E
/
日

変
化
率

　
0
.0
%
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

３
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

1
）
事

業
を
巡

る
社

会
情

勢
等

の
変

化

◇
社
会
情
勢
等
に
変
化
が
な
い
。

2
）
事

業
の

効
果

◇
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）
=
１
．
８
（
事

業
全

体
）

２
．
３
（
残

事
業

）
※

H
2
5
年

度
再

評
価

時
◇

道
路

の
役

割
①
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
効
果
［
約
1.
8千

t／
年
の
C
O
2
削
減
］
【
0
.
6
億
円
】
※
1
、
※
2

②
国

道
２

号
の

渋
滞

解
消

に
よ

る
生

活
道
路
の
安
全
性
確
保

③
物
流
の
効
率
化
の
支
援
［
福
山
西
I
C
～
福
山
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
の
所
要
時
間
短
縮
：
約
1
0
分
］
※
3

④
主
要
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
［
福
山
西
I
C
～
鞆
の
浦
ま
で
の
所
要
時
間
短
縮
：
約
5
分
］
※
3

3
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事

業
の

進
捗

見
込

み

◇
現

在
、
用

地
買

収
を

行
っ

て
お

り
早

期
完

成
を
目
指
し
事
業
を
推
進
す
る
。

③
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
の
可
能
性

◇
今
後
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
力
し
つ
つ
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
以
上
の
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
事
業
の
必
要
性
、
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
と
も
事
業
継

続
が

妥
当
。

◇
今
後
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
更
な
る
コ
ス
ト
縮
減
に
努
力

し
つ
つ
、
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
を
継
続
す
る
。

◇
平
成
２
８
年
度
末
で
事
業
全
体
の
進
捗
率
は
２
２
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
．

県
の

意
見

照
会

結
果

①
事

業
の

必
要

性
の

視
点

※
1

【
】
は

、
供

用
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と
し
て
試

算
し
た
値

（
参

考
値

）
※
2

当
該
道
路
の
供
用
に
影
響
を
受
け
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
算
定

※
3

福
山
道
路
を
利
用
し
た
場
合

広
島
県
知
事
の
意
見
：
継
続
と
す
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。

地
域
高
規
格
道
路
「
倉
敷
福
山
道
路
」
の
一
部
を
構
成
す
る
一
般
国
道
２
号
福
山
道
路
は
、
本
県
で
整
備
を
進
め
て
い
る
福
山
沼
隈
道
路
等
と
連
携
し
、
国
道
２
号
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
で
上
位
を
占
め
る
福
山
市
内
の
著
し
い
交
通
混
雑
の
緩
和
や
広
域
連
携
の
強
化
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
早
期
に
整
備
す
べ
き
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

引
き
続
き
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
な
が
ら
、
早
期
の
供
用
開
始
に
向
け
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

・
一
般
国
道
２
号
は
、
大
阪
府
大
阪
市
か
ら
福
岡
県
北
九
州
市
ま
で
を
結
ぶ
延
長
約
６
７
０
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

・
福
山
道
路
は
、
広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
か
ら
赤
坂
町
に
位
置
す
る
延
長
３
．
３
km

の
バ
イ
パ
ス
で
あ
り
、
地
域
高
規
格
道
路
「
倉
敷
福
山
道
路
」
の
一

部
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
事
業
概
要

（
１
）
位
置
図

ふ
く
や
ま

せ
と
ち
ょ
う

あ
か
さ
か
ち
ょ
う

く
ら
し
き

ふ
く
や
ま

ど
う
ろ

倉
敷
福
山
道
路

延
長
約
5
5
㎞

福
山
道
路

延
長

3
.3
㎞

広
島

県

岡
山

県

至 松 江
福

山
東

IC
笠

岡
IC

鴨
方

IC

玉
島

IC

倉
敷

IC
至

姫
路

早
島

IC

水
島

IC

児
島

IC

至
坂
出

至 広 島

福
山

西
IC

至
今
治

向
島

IC

西
瀬
戸

尾
道

IC

至 広 島

至 岡 山

お
お
さ
か

お
お
さ
か

ひ
ろ
し
ま

ふ
く
お
か

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う

－ 7 －



一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

１
．
事
業
概
要

（
２
）
事
業
目
的
と
計
画
概
要
・
経
緯

事
業

名
福
山
道
路

起
終

点
起
点
：
広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
長
和

終
点
：
広
島
県
福
山
市
赤
坂
町
赤
坂

計
画

延
長

３
．
３
km

道
路

規
格

第
１
種
第
３
級

設
計

速
度

8
0
km

/
h

車
線

数
４
車
線

都
市

計
画

決
定

平
成
1
2
年
度

事
業

着
手

平
成
1
3
年
度

用
地

着
手

平
成
1
8
年
度

工
事

着
手

－

全
体

事
業

費
約
3
5
6
億
円

ひ
ろ
し
ま

ふ
く
や
ま

せ
と
ち
ょ
う

な
が
わ

ひ
ろ
し
ま

ふ
く
や
ま

あ
か
さ
か
ち
ょ
う

あ
か
さ
か

計
画

概
要

標
準

断
面

図

■
土
工
部

■
橋
梁
部

【
目
的
】

福
山
都
市
圏
の
交
通
混
雑
の
緩
和
及
び
交
通
安
全
の
確
保
、
さ
ら
に
物
流
の
効
率
化
支
援
や
周
辺
地
域
と
の
連
携
強
化
で
あ
る

ふ
く
や

ま

【
写

真
】

福
山

道
路

（
評

価
対

象
区
間

）
及
び

関
連
道

路
の
位

置
図

H
2
6
.3
.3
撮
影

赤
坂
付
近
上

空
か

ら
福

山
港

方
面
を

望
む

Ｉ
Ｃ

名
は

全
て

仮
称

瀬
戸
IC

長
和
IC

赤
坂
IC

一
般

国
道

2
号

赤
坂

バ
イ
パ
ス

（
２
車

暫
定

供
用

中
）

赤
坂
町
早
戸

赤
坂
町
赤
坂

瀬
戸
町
地
頭
分

瀬
戸
町
長
和

芦
田
川

福
山
港

福
山
市
中
心
部

瀬
戸
町

山
北

福
山
駅

国
道

2
号

至
岡
山
市

至
広
島
市

福
山
道
路

L
=
3
.3
ｋ
ｍ

な
が

わ

せ
と

あ
か

さ
か

広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
長
和

広
島
県
福
山
市
赤
坂
町
赤
坂

－ 8 －



一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

１
．
事
業
概
要

（
３
）
事
業
の
進
捗
状
況

【
目
的
】

福
山
都
市
圏
の
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
安
全
の
確
保
、
隣
接
地
域
間
の
連
携
強
化

・
平
成
2
8
年
度
末
で
用
地
進
捗
は
7
9
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
用
地
買
収
を
推
進
し
て
い
く
。

●
事
業
全
体
の
進
捗
状
況

（
平
成
2
8
年
度
末
見
込
み
）

用
地

7
9
％

工
事

0
％

全
体

2
2
％

※
完
成
事
業
費
に
対
す
る
割
合

至 広 島

至 岡 山

写
真

②

写
真

①

【
写

真
①
】
山
北
地
区
の
状
況

【
写

真
②

】
地

頭
分

地
区

の
状

況

道
路
予
定
地
（
用
地
買
収
済
）

道
路
予
定
地
（
用
地
買
収
済
）

－ 9 －



一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

02
0

4
0

6
0

8
0

平均旅行速度（km/h）

020406080

平均旅行速度（km/h）

・
福
山
市
内
の
国
道
２
号
で
は
、
朝
夕
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
神
島
橋
西
詰
交
差
点
、
赤
坂
バ
イ
パ
ス
東
口
交
差
点
に
お
い
て
１
ｋ
ｍ
を
超
え
る
渋
滞
が

発
生

し
て
い
る
。

・
ま
た
、
市
内
中
心
部
に
お
い
て
も
主
要
渋
滞
箇
所
が
連
続
し
て
お
り
、
著
し
く
走
行
速
度
が
低
下
し
て
い
る
。

２
．
事
業
の
必
要
性

（
１
）
現
状
の
課
題

【
写

真
②

】
神

島
橋

西
詰

交
差

点
付

近
の

渋
滞

状
況

（福
山

市
佐

波
町

か
ら

東
方

面
を

望
む

）H
2
8
.8

.2
5

【
写

真
①

】
赤

坂
バ

イ
パ

ス
東

口
交

差
点

付
近

の
渋

滞
状

況
（福

山
市

瀬
戸

町
山

北
か

ら
東

方
面

を
望

む
）
H
2
8
.8

.2
5

千
間

土
手

中
交

差
点

明
神

町
交

差
点

渋
滞

長
：
１
,９

０
０
m

（
朝

）

渋
滞

長
：
１
,３

０
０
m

（
夕

）

渋
滞

長
：
８
０
０
m

（
朝

）

①
渋

滞

赤 坂 バ イ パ ス

早 戸 ラ ン プ

赤 坂 バ イ パ ス

東 口

福 山 郵 便 局 前

府 中 分 か れ

神 島 橋 西 詰

【
上

り
方

向
】
（
朝

ピ
ー

ク
）

【
下

り
方

向
】
（
夕

ピ
ー

ク
）

朝
ピ
ー
ク
時
に

速
度
低
下

3
3
9
百

台
/
日

4
8
7
百

台
/
日

赤
坂

バ
イ

パ
ス

東
口

交
差

点

5
2
6
百

台
/
日

4
4
1
百

台
/
日

※
国

道
2
号

の
主

要
渋

滞
箇

所
の
み

交
差

点
名

を
表

示

朝
ピ
ー
ク
時
に

速
度
低
下

夕
ピ
ー
ク
時
に

速
度
低
下

伊
勢

丘
入

口
交

差
点

夕
ピ
ー
ク
時
に

速
度
低
下

夕
ピ
ー
ク
時
に

速
度
低
下

資
料
：
【
渋
滞
長
】
H
2
7
.
1
0
.
2
0
（
火
）
調
査
結
果
、
朝
7
-
9
h
、
夕
1
7
-
1
9
h
の
4
h
調

査
の
う
ち
最
大
の
数
値

【
交
通
量
】
H
2
2
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

【
旅
行
速
度
】
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
（
H
2
7
.
4
～
H
2
8
.
3

上
り
：
朝
ピ
ー
ク
時

[
7
：
0
0
～
9
:
0
0
]

下
り
：
夕
ピ
ー
ク
時
[
1
7
:
0
0
～
1
9
:
0
0
]
）

市
内
中
心
部

市
内

中
心

部

至 広 島

至 岡 山

か
し
ま

ば
し

に
し
づ

め
あ
か

さ
か

ひ
が

し
ぐ
ち

神
島

橋
西

詰
交

差
点

福
山

郵
便

局
前

交
差

点

府
中

分
か

れ
交

差
点
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

3
%

1
0
%

1
%

2
%

6
5
%

3
5
%

6
%

2
5
%

1
8
%

1
3
%

6
%

1
1
%

1
%

4
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

人
対
車
両

車
両

相
互
（
正

面
衝
突

）
車
両
相

互
（
追
突
）

車
両

相
互
（

出
合
頭
）

車
両
相
互
（
右
左
折

時
）

車
両

相
互
（
そ

の
他
）

車
両
単

独

２
．
事
業
の
必
要
性

（
１
）
現
状
の
課
題

・
死
傷
事
故
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
箇
所
が
あ
り
、
追
突
事
故
が
約
7
割
と
高
い
。

②
交

通
事

故

死
傷
事
故
率

全
国
平
均
死
傷
事
故
率
(7
3
.7
件
/
億
台
キ
ロ
)

主
要
渋
滞
箇
所
（
国
道
２
号
の
み
表
示
）

【
凡

例
】

追
突

の
発

生
割

合
は

約
7
割

国
道
2
号

(並
行
区
間
)

7
6
8
件
/
４
年

全
国

福
山

郵
便

局
前

交
差

点

府
中

分
か

れ
交

差
点

赤
坂

バ
イ

パ
ス

東
口

交
差

点

神
島

橋
西

詰
交

差
点

福
山

道
路

L
=
3
.3
㎞

福 山 市 赤 坂 町

福 山 市 瀬 戸 町

6
3
8
.3
件
/
億

台
キ
ロ

2
9
9
.6
件
/
億

台
キ
ロ

3
5
1
.7
件
/
億

台
キ
ロ

3
3
8
.7
件
/
億

台
キ
ロ

3
3
7
.5
件
/
億

台
キ
ロ

並
行

現
道

区
間

（
国

道
２
号

）
の

類
型

別
死

傷
事

故
の

状
況

並
行

現
道

区
間

（
国

道
２
号

）
の

類
型

別
死

傷
事

故
の

状
況

並
行

現
道

区
間

（
国

道
２
号

）
の

死
傷

事
故

率
の

状
況

並
行

現
道

区
間

（
国

道
２
号

）
の

死
傷

事
故

率
の

状
況

8
3
8
.4
件
/
億

台
キ
ロ

4
8
4
.6
件
/
億

台
キ
ロ

4
5
6
.0
件
/
億

台
キ
ロ

神
島

橋
西

詰
付

近
で

発
生

し
た

事
故

至 広 島

至 岡 山

資
料
：
交
通
事
故
・
道
路
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
[
H
2
3
-
H
2
6
]

（
国
道
2
号
の
み
表
示
）

国
道
2
号
：
府
中
分
か
れ
交
差
点
～
赤
坂
バ
イ
パ
ス
早
戸
ラ
ン
プ
交
差
点

赤 坂 バ イ パ ス 早 戸 ラ ン プ 交 差 点

府 中 分 か れ 交 差 点

資
料

・
国
道
2
号
(
並
行
区
間
)
（
府
中
分

か
れ
交
差
点
～
赤
坂
バ
イ
パ
ス
早

戸
ラ
ン
プ
交
差
点
）
：
交
通
事

故
・
道
路
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

[
H
2
3
-
H
2
6
]

・
全
国
：
平
成
2
6
年
中
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
（
警
察
庁
交
通

局
）
[
H
2
3
-
H
2
6
]

赤
坂

バ
イ

パ
ス

早
戸

ラ
ン

プ
交

差
点
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一
般

国
道

2
号

福
山

道
路

20
分

19
分 25

分

0
10

20
30

40

朝
ピ
ー
ク

（7
‐8
時

台
）

オ
フ
ピ
ー
ク

（9
‐1
6時

台
）

夕
ピ
ー
ク

（
17

‐1
8時

台
）

所
要

時
間

（
分
）

福
山

市

6
1
%

福
山

市
以

西

2
6
%

福
山

市
以

東

8
%

福
山

市
以

北

5
%

２
．
事
業
の
必
要
性

（
２
）
道
路
整
備
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

・
福
山
港
の
輸
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
う
ち
、
福
山
市
以
西
へ
の
輸
送
は
約
3
割
を
占
め
る
が
、
国
道
２
号
の
渋
滞
に
よ
り
輸
送
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

・
福
山
道
路
の
整
備
に
よ
る
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、
所
要
時
間
短
縮
や
定
時
性
確
保
に
よ
り
物
流
活
動
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。

※
 所

要
時

間
計

測
の

経
路

は
、

物
流
事

業
者
ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

に
基
づ

き
設
定

。
※

 福
山

港
の

位
置

は
国

際
コ

ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ

ル
を
代

表
地
点

と
し
て

設
定
。

※
 現

状
の

所
要

時
間

は
、

H2
2セ

ン
サ

ス
路

線
は

平
日

混
雑
時

旅
行
速

度
、

そ
の

他
市

道
は
3
0k
m
/
h

を
用

い
て

算
出

。

※
 将

来
の

所
要

時
間

は
、

現
状

の
所
要

時
間
で

用
い
た

速
度
の

ほ
か
、

福
山
道

路
7
0
km

/
h、

福
山

沼

隈
道

路
60
k
m/
hを

用
い

て
算

出
。

福 山 港

約
４
５

分

約
３
５

分

福 山 西 Ｉ Ｃ

[
整
備
後
]
福
山
道
路
・
福
山
沼
隈
道
路
経
由

（
L
=
2
1
.6
km

）

[
現

状
]
国
道
2
号
経
由

（
L
=
2
1
.4
km

）

約
１
０

分

短
縮

福
山

港
か

ら
の

コ
ン

テ
ナ

輸
送

ル
ー

ト
[福

山
市

以
西

] 
福

山
港

か
ら

の
コ

ン
テ

ナ
輸

送
ル

ー
ト
[福

山
市

以
西

] 

国
道

２
号

の
慢

性
的

な
渋

滞
国

道
２
号

の
慢

性
的

な
渋

滞

福
山

港
国

際
コ

ン
テ

ナ
タ

ー
ミ

ナ
ル

福
山
市
以
西

福
山
市
以
北

赤
坂

バ
イ

パ
ス

東
口

交
差

点

神
島

橋
西

詰
交

差
点

福
山

郵
便

局
前

交
差

点

赤
坂

バ
イ

パ
ス

早
戸

ラ
ン

プ
交

差
点

対
象

区
間

：
福

山
郵

便
局

前
交

差
点

→
赤

坂
バ
イ
パ
ス
早

戸
ラ
ン
プ
交

差
点

至 広 島

至 岡 山

製
鉄
所

H
2
5
輸
入
コ
ン
テ
ナ

貨
物
取
扱
量

5
6
,
6
2
8
（
ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾄ
ﾄ
ﾝ
）

資
料
：
H
2
5
年
度

全
国
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
流
動
調
査
結
果

※
福
山
市

以
西
：

三
原
市

、
尾
道

市
、
北

広
島
町

、
庄
原

市
、
竹

原
市
、

三
次
市

、
広
島

市
、
東

広
島
市

、
呉

市
、
大

竹
市
、

周
南
市

、
松
江

市
、
四

国
福
山
市

以
東
：

笠
岡
市

、
井
原

市
、
倉

敷
市
、

矢
掛
町

、
浅
口

市
、
岡

山
市
、

里
庄
町

、
瀬
戸

内
市
、

真
庭
市
、

総
社
市

、
玉
野

市
、
近

畿
、
中

部
、
関

東
、
東

北
福
山
市

以
北
：

府
中
市

※
ﾌ
ﾚｰ
ﾄ
ﾄﾝ
：
港
湾

取
扱
量

の
単
位

。
容
積

1
.1
1
3立

方
㍍
又
は
重

量
1
,
00
0㌔

を
１

ﾌﾚ
ｰ
ﾄﾄ
ﾝと

し
、

容
積

、
重
量

の
ど
ち

ら
か
大

き
い
方

を
も
っ

て
計
算

福
山

港
に

お
け

る
輸

入
コ

ン
テ

ナ
貨

物
の

方
面

別
輸

送
状

況
福

山
港

に
お

け
る

輸
入

コ
ン

テ
ナ

貨
物

の
方

面
別

輸
送

状
況

福
山
港

福
山

港
の

コ
ン

テ
ナ

取
扱

量
の

推
移

福
山

港
の

コ
ン

テ
ナ

取
扱

量
の

推
移

※
民
間
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
（
H
2
7
.
1
0
）
の
平
日
デ
ー

タ
に
よ
る
。

整
備
後
の
輸
送
ル
ー
ト

現
在
の
輸
送
ル
ー
ト

主
要
渋
滞
箇
所

福
山
港
周
辺
に
立
地
す
る
物
流
事
業
者

福
山
市
以
東 国

道
２
号

で
は

、
朝

夕
ピ

ー
ク

、
オ

フ
ピ

ー
ク

と
も

に
慢

性
的

に
渋

滞
が

発
生

福
山

道
路

の
整

備
に

よ
り

所
要

時
間

短
縮

が
期

待
さ

れ
る福

山
市
以
西
へ
の

搬
送
が
約
3
割

期
待
さ
れ
る
道
路
の
役
割

（
物
流
効
率
化
の
支
援
）

【
ピ
ー
ク
時

上
下
方
向
平
均
】

H
23

第
2バ

ー
ス
供
用

H
1
7

第
1
バ
ー
ス
供
用

H
2
6

台
湾

・
東

南
ア
ジ

ア
間

定
期

コ
ン
テ
ナ

航
路

就
航

資
料
：
広
島
県
東
部
港
湾
振
興
協
会

※
T
E
U
と
は
、
2
0
ﾌ
ｨ
ｰ
ﾄ
（
コ
ン
テ
ナ
の
長
さ
）
換
算
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
の
単
位
。
2
0
ﾌ
ｨ
ｰ
ﾄ
コ
ン
テ
ナ
1
個
を
1
T
E
U
と
す
る
。
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一般国道２号 福山道路

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道２号 福山道路 継続

一般国道２号 広島南道路 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１０月６日（木）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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